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エゴノリに関する研究（第1報）
－長野県中学校生徒のエゴノリ喫食に関する調査報告－
伊　藤　　徳＊
は　じ　め　に
近時，文化の発展と生活の向上によって，わが国食生活の根強い地域差も次第に減少してきている。こ
れは又，長い伝統を基盤とした日本各地にあった食習慣や郷土食の姿を変え，あるものはもう既に現在
用いられず，あるものは一部の地方のみに愛質され，又あるものは全国的に紹介され普遍化しているな
ど，その盛衰はさまざまである。長野県においても，現在各種の郷土食が有り，それ等の中には，土地
特産の食物を使用している場合が多いが，しかし，県内に座したい食物の取上げているものもある。エ
ゴはその後薯に属する。海藻食晶であるェゴノリほ長野尉こ住む一部の人たちにエゴ或いはイゴと呼ば
れ，盆・祭・正月などに喫食されている。長野県は表1のように海藻消費畳は少い傾向であるが，その
表1鹿家の海藻消費量（1ヶ年1人当り）
農林省統計嗣査部・股家経済閉塞鰐7典
消費の少い県において，エゴノリが県の一地方に古くから輿食されて来ているということは何故であろ
うか。これについて食物史の面からの検討を試みたいが，今回はまず喫食地域を明らかにしたいと考え
た。資料を得るに当って，県内の全地域の一般住民を対象として調査を進めることが困難であったの
で，生活経験が少いという点に問題はあるが，県下全地域に在住する中学生を対象として調査を試み
た。本報告は，昭和37年度の長野県中学校一学年生徒全員に対して行ったェゴノリの輿食に関する調査
結果である。
エゴノリ（Ceramium hypnaeoides（J．Ag．）Okamura）について
エゴ・ウギウ・ウケウド・オキクド・オキテソ・カヲクサイギスなどの別名をもっており，紅藻夙
に尻する。牧野日本植物図鑑及び原色海藻検査図鑑の託職を要約すると，“膳紅色または黄紅色で，
幼体は叉状に分岐し，多くの細き小枝を有しホソダワラ塀の体上に斎生する。後不規則となり，鈎状
の端を有する枝をもちホソダワラ類の体に纏わり，粉乱錯綜して塊を成す。体の長さ10～20cmに及
※嗣理学担当
一閃．「
ぴ，老成せるものには径1mm許り有り，且つ小牧を失いて質も硬くなり軟骨薯を具す薄紅至る。九
州以北の各地に分布するも日本海に多く直す。食用および寒天原藻に使用される。”
ェゴノリが寒天製造の際の副材料にされていることは一般にも知られていることであるが，その他
の使い方についての紹介は比校的少い。長野市へ出荷している青森県のⅠ商店では，‘‘青森・秋田地
方ではトコロ天・餅・ようかんなどの食用の他に壁土の中に入れる。”と知らせてきている。長野県
におけるエゴノリの用途は現在，寒天原料と食用である。茅野市の寒天製造菜G商店では，“入荷す
るエゴノリにはこ囁あって，寒天にするものをべトエゴといい，食用にするものをクイエゴという。
この二者は全く同質ではなく，クイエゴの方が粘りが強く質も良い。”と説明している。
調　査　方　法
ェゴノリ喫食に関する調査は，昭和37年12月，中学校校長会の了解を得て，県下全中学校269校（水
校237挽部校32校），一学年生徒48，250名（学級数1110組）を対象として奨施した。調査用紙は校長
会を通じて各中学校へ配布し，各中学校においては一学年の全学級別に調査記入が行われるように依頼
した。調査の内容は，全員に対してはエゴノリに対する認識と輿食経験忙ついて，更に喫食経験者に対し
ては噛好調査及び喫食条件などについてであった。調査期間は37年12月20日より翌年1月20日迄とした。
調査結果とその考察
全県の中学校を対象としたが，回収の結果は12校の未回答校があった。これは全体の4．4％に当り，
北佐久郡2晩西筑摩郡2校，下伊那郡2校，更級郡1校，下水内郡1校，北安曇郡1校，南安盈郡1
校，上伊那部1校，松本市1校であった。したがって，実際には257校で45．611名の生徒が対象となっ
た。調査は対象校別に整理したので，各中学校別の考察も考えられるが，ここでは昭和38年3月の行政
区分による市部別に集計したものについて，概略述べることにする。
1．喫食状況
ェゴノリ（以下エゴという）輿食経験の有無について，全県的な傾向を表2によってみると，経験者
図1郡市別の喫食老比較　　　は平均10・4％である。このうち市部は6．9％，郡部は13．6％で，郡部
1％J　　　　　　　（1％以上）
童謡慧●表芸窒蓋藁霊芝芸監禁芸孟
郡市市耶郎郡都祁郡市市市布郡市
の方が市部の2倍になっている。図1に記載した市郡は1％以上の
喫食者のある地区であるが，県の北田端の北安盤郡が94．2％で最高
である。ついで大町市が82．5％，飯山市56．1％，上水内郡48．2％，
下水内郡39．0％の順で多い地域である。次には南安螢郡24．4％，
兼筑摩郡22．9％，下高井郡22．6％でやや多い地域となっているが，
その他は8％以下である。図2は長野県行政区画の略図に輿食経験
者の首分比を記入したものであるが，エゴ契食地域がこの園によ
って大略把握出来る。即ち，エゴ輿食者は県の北西部に多く，南下
するに従って急激に減少し，南信及び東膚の一部はごく少数か或い
は全く軸い状態である。皆無の地区は伊那市・駒ガ根市・上伊那郡
・下伊那郡である。
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表2　奥食痙験と議論程度
輿　　食　　経　験
有　　　る‖無　　い
市部名l在籍生徒1調査生徒
人　　％
139（17．5）
419（44．9）
669（94．1）
3315（96．2）
789（97．9）
2748（98．0）
1530（98．6）
929（99．1）
998（99．2）
1051（99．4）
723（99．5）
1470（99．6）
1165（99．7）
984（99．8）
1198（99．8）
884（99．9）
652（100）
634（100）
了　霊lはし知っ引票
人　　％
82（10．3）
368（39．0）
652（91．8）
3225（93．6）
783（97．1）
2705（96．5）
1516（97．8）
920（98．1）
988（98．2）
1047（99．1）
719（99．0）
1467（99．6）
1161（99．6）
981（由．5）
1198（99．8）
876（99．0）
652（100）
634（100）
市部合計 ?3180 ??澱?｢499（6・9） ??度????｢?467（6．8） ?SX??Ch??9974（91．6） 
郡 l 冉ｸ?Z2?118 ???962（94．2） 鉄?店??｢?64（94．4） ?x?(?h??0（2．9） 
上水内■ ?3#?2287 ??8?II(?(??184（51．8） ??X?C?C8??4（2．3） ???鼎?CH??
下水内 鼎??46 ?3X?3?C?｢?11（61．0） ?3X?3?C?｢?0（2．9） ???S?C?｢?
南安盈 ?c32?509 ?ヨ?#H?H??121（75．6） ?sX?#8?h??y40（8．8） 涛滴?cs???
東筑摩 ?sS?1537 ?c(?#(??｢?175（77．1） ?S8?#(??｢?4（4．2） ???都(?x??
下高井 塔ビ?37 ?s??(?h??59（77．4） ?sH?#?C?｢?4（2二9） 田3?都h??8??
更　級 ??B?057 塔H?x?x??73（92．1） 塔H?x??｢?0（2i9） ?ﾈ?鼎8???(??
埴　科 ?祷."?090 ????x??071（98．3） ???Tﾆ?・．7（0．6） ??H?度?x??
小　県 ?S3?2513 祷??CH??504（99．6） ???C?｢?0（0．8） ?C??ﾖ(??｢?
上高井 涛8?b?33 ?????C8??如（99．7） ???C8??（0．3） 涛#x?S?CH??
諏　訪 ?S鼎?・900 ???C8??97（99．7） 滴??CH??4（1，6） 塔??u(??｢?
北鱒久 ?田"?6芦2 ???C(??619（99．8） ???C?｢?（0．1） ?c??祷??｢?
南佐久 ?#??201 ???C(??199（99．8） ?ｨ璽(???C(??（0．1） ???涛?Cx??
酉筑摩 ?ss?1668 ???C?｢?667（99．■9） ???C?｢?（　0） ?ccx?祷??｢?
r上伊那 ?#S?2170 ????｢?170（100） ????｢?（0．3） ??8?祷?x??
下伊那 ????124 ????｢?124（1qO） ????｢?（0．2） ???涛?C?｢?
郡部合計 ?5070 ?3?R?252（13．6） ??c8?ド?H??223（13．5） 鼎???Cx??0185（84．8） 
市郡総叫　48250！456111475 （ 0・4）巨0860（89・6）4690（10・珂　762（1・7）匝59し8M）
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一般に喫食未経験であるという場合について考え
てみると3 その食物を認識しない場合と，認識して
いても喫食したととがないという場合とがある。エゴ
ザ・.
についてはその点がどのようであろうかとの疑問を抱
この調査を試みた。その結果からは表2に
エゴを知らないと答えた生徒は全県
との未知者を奥食未経験者89.6
いたので，
示されるように，
の平均88.0%である。
、.
'-即ち，%と比較するとわずか1.6%の差である。
の数値はエゴを知っていても喫食をしないというも
との傾向は市部・郡部のいづごく少い。のであって，
ニ者の場合を詳し
これによると，くみるために図3・図、4を掲載した。
エゴ喫食未経験者の少い大町市・飯山市・北安曇郡な
ニ己コ
喫食未経験者が90%以上を占める地域にあっτは，そ
の未知者は喫食未経験者と一つの例外を除いてはほぼ
れについても一様に認められるが，
エゴを知らない者は比較的少しどにおいては，
同数を示している。一つの側外というのは図4で分る
とこは喫食未経験者
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この99.7%に対して朱知者は59.49bであり，他の地区に比べて差が大きく，特異な現象を示している。
原因は不明であり，今後の調査研究?と待たねばならない。
喫食者と自家調理3. 
エゴは家庭の調理によるものと考えられ
る。そとで喫食者のうちどれ程の家庭で調理製作されているかを調査した。表3は喫食者に対して行っ
- 23ー
長野県内では調理加工されたエゴは販売されていないので，
蓑3　輿食者と自家調塩
図5　市部別自家調理者の比牧
（喫食者に対する官分比）
た調査の集計である。喫食者の86．3％の家庭で作っているという数値を示しているが，内訳では市部が
81・3％，郡部が95．6％となっていて郡部に多い。図5はその高率の地区から列挙した図である。下水内
郡・大町市・北安曇郡・上水内郡が94％以上で非常に多く，つぎに飯山市・東筑摩郡が89％前後であ
り，つづいて更級郡が83％で多い方である。更に南安曇郡75．5％，下高井郡66．8％，篠ノ井市61．8％と
なっている。畢野市からは半減して37・1％，上田市28・6％，松本市22・8％の順に少くなっている。先の
喫食者の多い地区と自家調理者の多い地区のそれぞれの序列は必ずしも一致はしていないが，自家調理
者も県北西部に多く，その憤向では同様である。
4．噂好状況
奥食者に対して三段階の噂好調査を行った集計は蓑4の通りである。輿食者の全平均では36．4％に好
まれ，19．7％に嫌われており，好きでも嫌いでもないという回答が43．9％ある。図6はエゴを好んでい
る率の高い地区から列挙した嗜好状況の比牧園である。これによると下水内郡が最高で57．8％生徒が好
んでおり，つぎが飯山市50．9％であり，上水内郡42．6％，更級郡40．5％，大町市37．6％，北安螢郡
34．9％，下高井郡33．7％，篠ノ井市33．3％の順であり，最低は上田市の14．3％である。嫌いであると答
えている率は最高が松本市の47．3％で，つぎが長野市38．6％，上田市38．1％，大町市30．4％と市部に多
い傾向が認められる。しかし，最低は篠ノ井市9．5％という例外があるので一概に市部に多いとはいえ
ない。また図6から好んでいる率の高い地区は嫌う率が低い憤向であると概略いうことが出来るが，大
町市は例外で，二者の率がいづれも比較的高い。これらの嗜好状況は喫食経験の頻度にも影響されるも
のではないかとも考えられるが，その点の調査は出来ていない。いづれにしてもこれ等の図表から，エ
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表4　噂好状況
市　郡　名l輿食経験者l好　　きt管真言も嫌いでt嫌
655
535
132
57
42
21
57
人　　％
246（37．6）
273（50．9）
30（22．8）
14（24．6）
14（33．3）
3（14．3）
16（28．1）
人　　％
240（32．0）
187（34．9）
51（38．6）
16（28．1）
24（57．2）
10（47．6）
28（49．1）
人　　％
169（30．4）
75（14．2）
51（38．6）
27（47．3）
4（9．5）
8（38．1）
13（22．8）
1499　　1　596（39．7）
470（亜．6）
336（34．9）
74（19．1）
73（20．2）
60（33．7）
78（57．8）
35（40．5）
7（17．5）
556（37．1）l　　347（23．2）
479（43．5）
494（51．4）
201（51．8）
186（51．3）
83（46．8）
40（29．6）
34（41．6）
15（37．5）
154（13．9）
132（13．7）
113（29．1）
103（28．5）
35（19．5）
17（12．6）
15（17．9）
18（45．0）
遭部合計1　3252 ??8?3H??ｦﾃ?3(?Cx??｢?87（18．1） 
市郡総計】　4751 ?s#??h?H?ﾃ#??鼎8??｢?34（19．7） 
ゴは県北西部及び更級郡の地域一帯に好まれ，その地域は大町市を除いては嫌っている生徒も少いとい
う状態である。
5．鬼無里村のエゴに関する調査
さきに筆者は，昭和37年8月奨雄の本学地域社会文化研究会
の鬼無里村調査に参加し，同村の食生活調査の協同研究を行っ80
た。鬼無里村は本県上水内郡に在る山村で，エゴ輿食者の多い
土地である。調査資料の中からェゴに関するものを取り出し，
ここに掲域して本調査の参考にしたい。襲5及び表6はそれで4。
ある。この調査の方法は質問紙法により，土地に住む12才以上
の人たちを対象とした。対象者は総計1，401名であった。典計20
に当って対象者の年令区分は他の調査の都合で決められたもの
で，エゴ調査の場合としては適当と思われないが，12～19才の
年代と，20～59才の年代，60才以上の年代の≡層であった。表
図6　エゴ喫食者の嗜好状況
5は喫食状況を表6は嗜好状況を，男女別及び年令別に現わしている。袈5の輿食状況からは未経験者
が平均4．5％で少く，衷6の噂好状況からは平均75．6％の人たちに好まれ，嫌っている人はわずか4．9％
である。これを要約すると鬼無里村ではほとんどの人がェゴ契食者であり，告以上の人たちに好まれて
いる状態であるといえる。この土地において中学生を含む12～19才の若い年代とそれ以上の年代の間の
－25－
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蓑5　鬼無里村のエゴ喫食経験状況
表6　鬼無里村のエゴ嗜好調査
差異の有意性についてズ2検定を行い蓑7とした。輿食状況においては，男子と女子間に有意な差はな
く，20～59才の年代と60才以上との間にも有意な差はないが，12～19才の年代と20～59才の間には明ら
かに有意な差が認められる。嗜好状況においても，男子と女子の間には有意な差がなく，20～59才の年
代と60才以上の間にやや有意な差があり，12～19才の年代と20～59才の間には明らかに有意の差がみら
れた。これはすなわち，12～19才の年代においてはそれ以上の年代との間に，有意な差をもって喫食者
も少くェゴ愛好者とも少いいうことである。
以上は鬼無里村の場合で一例ではあるが，年代の相過によるエゴの輿食経換・嗜好状況の傾向を知る
ことができる。
ま　　と　　め
昭和37年度長野県中学校一学年生徒45，611名に対してェゴの輿食に関する調査を行った。調査結果を
要約すると
－26－
表7　鬼無里村喫食・嗜好調査のズ2検定
検　　　定‘●　対、’　象ト　∴」　検　定　値1有　意　な　差
喫 食． 状 況 ?ｨ????ﾜｸ,ii?s?ｨ???????C???R?・．＝有 
子 ???俐ｸ,cc?ｸ決???ﾈ??S32?k2?
女∴－　12こ19才と20～59才　　117・04 劔tﾂ?
‡予 ?X??#??俐ｸ,cc?ｸ決??????S#?冓?
男子全員と女子全員 ?．42 冖2?
男 子 ?(??ﾜｸ,c#??俐ｸ??ﾃ?????ﾂ?
20～59才と60才以上　　1　6・60lr■■やや有 
女 子． ?(??ﾜｸ,c#??8ﾜｸ耳??ﾈ?ォ?ツ??｢?
－20～59才と60才以上　　1　5・13 冖2?
男子全員と女子全員　　　　　　　　l l．94　1　　　鹿
（1）長野県におけるエゴの喫食者は約1割あり，その在住する地域は県北西部の市郎に片寄ってい
る。最高は北安螢郡で94％，つきが大町市83％の輿食率である。
（2）喫食者の少い地域は県南部及び東部で，伊那市・駒ガ板取上伊那郡・下伊那郡は皆細であった。
（3）ェゴを知らない者は約9割あり，その数は喫食未経験者より麗かに少い。
（4）喫食未経験者と宋知者の地区別由比蚊忙おいては，二者はほぼ同様な傾向であるが，上高井郡の
みは宋知者の割合に対して輿食者が少い。
（5）輿食者の約9割弱の家庭でエゴが調理されているが，市部より郡部の家庭粧多く作られている傾
向であり，その自家調憩率も県北西部の地域が高い。
（6）噂好状況は輿食者の約4割弱に好まれ，2割に好まれず，県北西部一群と更級郡の人たちに殊に
好まれている。
（7）ェゴ輿食者の多い上水内郡鬼無里村の調査からは，12～19才の年代の人たちはそれ以上の年代よ
りェゴ輿食経験も少く，エゴへの好みも消極的である。
終りに臨み，本調査に御協力下さった各中学校の先生方に衷心御礼を申し上げ，また本研究に御助言
を賜わった医科歯科大学柳沢文徳教授ならびに本学の大田梅子教授に深謝の恵を表する。
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